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信者とこの世（ヨハネ16:33）
　ジョン・バニヤンと言う人が信仰を持っていると言うことで逮捕され刑務所の中に入れられました。そこで17年間、刑務所生活を送っていくうちに、何度も何度も聖書を読んで、聖書の内容の一番の核心部分をピックアップし書いた本が『天路歴程』とです。それはクリスチャンと言う人が、天の宮に向かって歩いていくうちに、この世を通るというお話です。世の中を生きながら通って、天の宮に向かっていきますが、そこには様々な妨害があり邪魔があり誘惑があるということです。それにもかかわらず、結局、信仰によって天の宮にたどり着くようになったお話です。クリスチャンの私たちは天国に向かって進んでいく者ですが、その天国に行くまではこの世の中を生きて行かなければなりません。そのため、その世の中でどのように生きて行くべきなのか、この世と言うところは一体、どういうところなのか、何があるのかということを正しく理解し、そこに打ち勝って突き進んで行くべきです。様々なことがある中で、特に今日、私たちが考えないといけないことは、世の中を歩いていくうちに、この世からの迫害と患難に遭うようになるということです。それにめげないで、また、とまどうことなく打ち勝って、それに負けないでクリスチャンとしての道を突き進んで行くべきだと、それが今日のイエス様のお話のポイントでもあります。
今、この聖書の箇所は、イエス様が十字架にかけられる前に、最後の晩餐を守りながら弟子達と一番大事なお話をしている場面です。それが14～17章に渡って記録されていますが、私たちはその前の14、15章の内容を考えました。そして、15章の後半の方と、16章全体の内容が、この世においてあなたがたは患難に遭うようになる。迫害を受けるようになる。それがどういう意味で、そのように対処すべきなのか、どのような姿勢で立ち向かうべきなのかということをイエス様は述べていらっしゃいます。とても大事な場面でおっしゃっているというのは、クリスチャンの私たちにとって非常に大切なテーマでもあるということでしょう。
それで今日は、クリスチャンの私たちとこの世の関係は何なのか。この世において私たちはどのような姿勢を取るべきなのかということを、しっかりと考えていきたいと思います。そのためにはまず、この世を表面ばかりではなく、霊的な目で見て根本的に理解するようにしなければなりません。それはどのような意味なのかと言いますと、ジョン・バニヤンもそのように結論付けましたが、この世は外見がどうであれ必ず滅びることが定まっている城であるということです。まず、これを理解しないといけません。ときには、ものすごく反映を遂げる場合もあります。あるいは、戦争が起きる場合もあります。科学的にものすごい発展を遂げ、普通の人はついていけないほどのスピードで進んでいく場合もあります。また、福祉によって多くの人を助ける姿もこの世から見られる場合もあります。あらゆる形があるでしょう。それにもかかわらず、その外見、表面ではなく根本的なところを見ると、時代と外見と関係なく滅びることが定まっている城であるということです。なぜなのでしょうか。世の中の人は誰一人としてそのように思っている人はいません。これからずっといろいろありますが、ずっと突き進んで行きますと、いつかはユートピア、パラダイスにたどり着くようになるのではないかとどこかで思い込んでいます。個人的にも社会的にもそうです。その基本、そこを流れている思想が進化論という思想です。しかし、聖書はそのように語っていません。この世と言うところは、一瞬、見るとものすごく巨大なまぶしいところに見える場合がありますが、滅びることが定まっている城なのです。しっかりと見ていなさいと聖書は私たちに教えています。
なぜでしょうか。発展を遂げているか。戦争に巻き込まれているか。どちらにしても結局、その根本のところは、まことの創造の神様から離れていて、離れた瞬間、目には見えないけれどもこの世の神と言われているもの、悪魔、サタンに属して支配されることになりました。それがこの世と言われているところです。エペソ2:2を見ても、空中の権威を持つ支配者と言われています。先ほども申し上げましたように、ヨハネの福音書には、サタンのことを世の神と言っています。私たちが肉眼で見て評価し判断するそれがこの世のすべてではないし、本質でもありません。まずクリスチャンの私たちは世に対してそのような根本的な理解を持っていなければなりません。それが直接的なのか、間接的なのかは違うでしょうが、基本的にこの世と言うところは、まことの神様に敵対するところです。なぜでしょうか。サタンが支配するところだからです。表面において何をどうするかと関係なく、根本的に神から離れ、サタンに属しているところを世と言います。元々、神様によってつくられたものです。しかし、罪を犯したことによって、そのような状態に変わってしまいました。それでぜひ覚えていただきたいと思います。どのような教育をし、どのような研究をし、また頑張って努力をしていても、この世は基本、神に敵対するところです。この世の神がサタンというものですから。

ですから、この滅びに向かって走り続ける城であるこの世にいる限りは希望はありません。そして、神様はこの世を愛して、この世を助けるための唯一の方法、それが契約であり、それをキリストと言います。キリストを約束されました。キリストの他には悪魔に打ち勝って勝利できる方法がありません。科学でも医学でも教育でも政治の力でも武器を持っていても、この世の問題の解決には至りません。それで唯一、キリストを約束されました。それは言葉を変えますと、この世が一番、恐れるのは何だと思いますか。キリストです。この世は目に見える世ではなく、裏で本質的にサタンに操られるところですから、サタンが世の神と言われる支配者ですから、そのサタンにとって一番、怖いものは何でしょうか。科学も武器も、人間の宗教も誠意も愛情なども一切、サタンにとっては問題になりません。怖くありません。へっちゃらです。唯一、この世が恐れるもの、サタンが恐れるものは、そのサタンに打ち勝つために約束されたキリスト、この方です。つまり、この世と言うところはキリストを恐れるところです。サタンを打ち破り、この世を生かす唯一の道ですから、サタンにとっては大ダメージであり、また、恐れの中の恐れです。そのキリストが世に来られました。十字架にかけられて、よみがえられましたイエス様こそがそのキリストです。ですから、皆さんがサタンだと考えてみましょう。皆さんはサタンではありません。例えば、サタンの立場に立って考えてみると、この世の中に様々なものがあり、様々な理論があり、いろいろなパターンがありますが、一番気になるのは何でしょうか。なにもサタンにとって気になるものはありません。何千回、お辞儀をしながら自分のなにかを願う宗教などの行為は、サタンにとっては好都合です。だから、何も気になることはありません。博士の論文を書いていても、世界が手を取り合って国連などを作って、ユネスコを作って、世界のなにかをどう助けるか協力し研究し、いろいろな工夫をするなどは、サタンにとってはちっとも気になることではありません。サタンにとって気になることはキリストしかありません。そのキリストがイエスです。それでサタンにとって気になるのはイエスしかありません。

だから、サタンに支配されているという意味でのこの世と言うところは、イエスを憎むようになっています。これが世の特徴です。善良な様々なことをし、苦しんでいる人々を助けることもします。生活が豊かになるための工夫も研究もいろいろし、また施しなどもしています。世の中ではそのようなことがあります。それにもかかわらず、この世と言うところは、サタンが支配している限り、イエスを憎むことに共通しています。それが世というところです。それ以外の表面の様々なことに振り回されないようにしていただきたいと思います。今日から、どうせこの世の中を生きるしかない、この世において私たちは神の御心をまっとうしていかなければいけないクリスチャンです。けれども、多くの方々がこの世と言うところは一体、どんなところなのかが分かっていないので現場で負けてしまうのです。振り回されるのです。この世の中がうらやましいと思ったり、世の中は怖いと思ったり、いろいろな思いを持つようになりますが、それは勘違いです。この世は滅びることが定まっていて、その理由はサタンが世の神として君臨しるので、そのサタンに打ち勝つ唯一の道、キリストだけを恐れて、キリストであるイエス様を憎んで、憎んで仕方がないところがこの世と言うところです。それが世の中です。その証拠は何かというと、結局、キリストであるイエス様を十字架に着けることにしました。それがこの世というところです。私たちが生きて行かなければいけない世というところです。それにもかかわらず、この世はキリスト、イエスによるいのちの福音でなければ希望のない、このいのちの福音が絶対的に必要なところがこの世です。世の中がどんなところか少しでも理解できたでしょうか。

そのような世を生きて行くクリスチャン、信者は一体どんな存在なのかを、まず理解しなければいけないと思います。信者、クリスチャンというのは、今申し上げました世から救い出されて、その世とさようならしたものです。それがクリスチャンです。一緒に世の中を生きているのですが、その世に属しているものではなく、身分と所属が変わっているものです。それで、今日は読んでいませんが、15:18からみると、「もし世があなたがたを憎むなら、世はあなたがたよりもわたしを先に憎んだことを知っておきなさい」。15:19「もしあなたがたがこの世のものであったなら、世は自分のものを愛したでしょう」とあります。でも、あなたがたがもし憎むのであれば、あなたがたは世にいるけれども世のものではないと所属のことをはっきりと述べています。クリスチャンは同じ飯を食って、同じ職場で仕事をして、同じく勉強に励み、同じ酸素の空気を吸っていても、世に属しているものではなく、そこから引き離れて神に属している者に変えられたものです。つまり、根本的に身分そのものが変わっているということです。これがまずクリスチャンです。これをクリスチャンの方々がまず理解しなければなりません。どのようにして、そのようになったでしょうか。何が証拠でしょうか。一つしか理由はありません。キリストでありイエス様を信じて受け入れた結果です。皆さん、イエス様を信じることが、どういうことなのかを聖書は私たちに教えています。それが何なのかを、本当に聖書が教えているとおりによく理解していれば、今のお話が全部、理解できるようになります。イエス様を信じて受け入れたということは教会に通うことではありません。その瞬間、イエスが流された血潮によって私たちの過去、現在、未来のすべての罪が全部きよめられるようになります。一滴も残さずに、全部きよめられるようになります。これがイエス様を信じるということです。それと同時に、そのようにきよめられる本当の理由は、神様がイスラエルとともに歴史をともにして引っ張ってきたのですが、引っ張ってきて祝福を与えられ奇跡を見せることでは変わらない、それでは限界があるということを証明されたので、その限界を超えるために、もう二度と滅びることがないように完璧な神のかたちにするために内側に入って来られて、一緒に住まわれるためにキリストの血潮によってきよめるのです。つまり、イエス様を信じるというのは、そのイエス様がキリストであるがゆえに完璧にきよめられただけでなく、神様ご自身が、イエス様が内側に入って、しかも永遠に離れることなく、ともに住まわれるようになるということがイエス様を信じることです。それはだれでも同じです。どこの時代、どこの国の人でも関係ありません。イエスを信じることはそのようになるということです。もう二度と、イスラエルのような失敗はありません。イエス・キリストが悪魔のしわざを打ち壊して十字架ですべての救いのみわざを成し遂げられて、復活し勝利なさったそのイエス・キリストが、キリストであるイエス様が内側に入ってともに住まわれるようになります。それがどういうことなのかを、今イエス様は最後の晩餐を守りながら弟子たちに教えていらっしゃいます。あなたがたがイエス様を信じる、私に従ってきたということがどういうことなのか。そのすばらしい完璧な祝福のためにこれから十字架にかけられる。あなたがたから離れるのだ。離れることがあなたがたにもっと良いことなのだ。離れることによって聖霊を通してあなたがたの内側に戻って来るから。イエス様が肉体を持ってともにいらっしゃるということは限界があります。だから、クリスチャンというのは、イエス・キリスト、つまり、キリストである神様と出会う道、すべての人生の問題の解決であるキリストであるイエスを信じて受け入れたのですから、自分のなにかと関係なく、すべてがきよめられて、そのきよめられた内側に復活のイエスが聖霊を通して入って来られ名移住されるようになる。そのような存在です。そのことによって、滅びることが定まっているこの世、サタンに支配されどうにもならない暗闇のこの世から引き上げられて、世とは縁が切れて神に属し、神の子どもと呼ばれるものになります。それをクリスチャンと言います。私たちがまだ気づいていなくて、まだ味わえていないだけの問題であって、キリストであるイエスを信じて受け入れたというのは、世が与えることができない、違うまことの平安をもって味わうことができる存在です。何があっても心配など本当はいらない存在に変えられたということです。この世から解放されているものです。
それから、当然なことですが、この世において命の実を結ぶしかない存在に変えられているということが、イエス様を信じるということです。努力してそうなるのではなく、イエス様を信じたことによってそうならざるをえない存在にもう変えられています。なぜでしょうか。皆さんが救い主として信じて受け入れたイエス様がキリストだからです。サタンが一番恐れるキリストだからです。これがイエス様を信じるということです。皆さん、イエス様を信じるということで、一番注目しなければいけないところは、神様がイスラエルを引っぱってきたのですが、その関係ではなく、内側に入って私があなたにあなたが私のうちにと、そのような存在に変えられたということです。それがクリスチャンです。それでイエス様は、あなたがたが行くところには私も行くことなのだと言いました。それは気持ちがそうだという意味ではありません。存在そのものがそのように変えられています。神秘ですが本当です。ただこれをいつも意識して信じるか信じないかだけの問題です。イエスを信じることは、イエス様が皆さんの内側に入って、イエス様と皆さんとOnenessになりました。そのような存在は、イエス様が復活するまでは世に存在していません。ダビデもそうではありませんでした。そのようなことに皆さん、ぜひ興味を持って吟味していただきたいと思います。そうでないとメッセージが理解できません。皆さん自分自身がどれだけ尊い存在なのかなどがよく理解できません。それで余計な戦いに巻き込まれ、心配しなくてもよいことを心配すたりするようになります。よく覚えていてください。イエス様を信じるというのはどういうことなのでしょうか。この世に打ち勝って、この世が一番恐れるイエス様が皆さんの内側に入って来られてOnenessになりました。切り離すことができない存在になりました。皆さんの内側にイエス様が入って来られた状態を抜きにして皆さんの存在を語ることはできません。宇宙に奇妙な存在が誕生したのです。それがクリスチャンです。それをいのちと言います。そのようにキリスト、イエスが内側に入って来られて、新しくつくられたかたちなので、イエスを信じる前の皆さんは十字架とともに死んだと言われるのです。その存在はもう存在しません。死にました。新しくつくり変えられました。だから、その瞬間、この世からは解放されるようになりました。もう一度言います。聖霊が内住されることによって、世が与えることのないまことの安らぎを持ち、味わうことができる存在。と同時にいのちの実を結ぶことができる。イエス様にしかできないことを、それができる存在に変わります。それがイエス様を信じるということです。それを勘違いすると、私はイエスに変えられたのだと誤解するほどの神秘的な話です。イエス様を信じるということは、教会に通い病気が治るような小さな話ではありません。皆さんの存在そのものが二度と滅びることができないどころか、世に捕らわれていて、サタンに属していて、あなたがたはあなたがたの父である悪魔から出たものであると言われているものが、神から出た者、神の子どもと呼ばれるものに変えられることだし、世とは完全に切り離されて天の御国、神に属する者に変えられるようになります。その一番のポイントはキリストであるイエス様が内側に入って皆さんと一体化されたことです。皆さんは単に田中玲子ではありません。イエス様と一体化されている田中さんです。それを抜きにして、皆さんを語るということは、もはや自分を放棄することと同じことです。

それを覚えたときに、私たちはこのように安らぎを味わい、いのちの実を結ぶ存在ですが、どこでそのような実を結ぶかというとこの世においてそのような実を結ぶようになっています。しかし、それと同時に、実を結ぶべきこの世から迫害されて患難に遭うようになるということも覚えないといけません。それが不思議なおかしいことではなく、当たり前で当然なことだということをぜひ覚えてください。なぜでしょうか。この世が一番憎む者は何でしょうか。イエス様です。その証拠が十字架でしょう。なぜイエス様を憎むのでしょうか。イエス様がキリストですから。そのイエス様と皆さんが本当に一体化されているでしょうか。そうならば、皆さんを憎むことは、イエス様がおっしゃっているとおり、皆さんの前にイエス様を憎むことなのです。つまり、迫害されるということは皆さんの内側に、この世が一番憎むイエス様が確実に一緒にいらっしゃるという裏返しです。皆さんの内側にイエス様がいらっしゃらなければ、この世から憎まれる理由などは一切ありません。逆に世が愛したでしょう。同じ仲間だから。でも、いのちを持って、イエスが一緒に内側にいる限りはこの世が憎むということは避けられないし、当たり前なものです。迫害による患難は当然で当たり前なものです。だから、なぜ迫害されるのかという理由をよく覚えていないといけません。その理由は、皆さんの内側にサタンが一番恐れるキリストであるイエス様、世が一番憎むイエス様が皆さんの内側にいらっしゃって、皆さんと一つになっていて、皆さんの人生の主人だからです。何回も申し上げますが、この世が、サタンが見たときには、皆さんを見るときにイエスを見るのです。皆さんはそのような存在です。イエス様を信じるということは、そのように変えられることです。今現在、皆さんに弱さがあり、様々な問題があってもそれらに捕らわれないで心配せず、その弱さに引っかからないでと、ずっと勧めている理由がそれです。皆さんはイエスが一緒にいる存在です。切り離すことができません。だから、世にあって迫害されて患難に預かるようになるということです。迫害はイエス様が受けた者です。それで皆さんも当たり前に受けるしかありません。もちろん、私たちが常識がない、とんでもないことをして憎まれるということは信仰と関係なくそうなることは改善しなければならない内容でしょう。でも、信仰による迫害、福音宣教による迫害などは本質的なものです。それを覚えていてください。もちろん、キリスト教の歴史を見ると迫害の歴史です。今私たちには形としてそのような迫害はないかもしれません。また、いつそのような迫害が起こるかもしれません。具体的にあるかどうか、また形を変えていろいろあるかもしれません。でも、迫害による患難というものは、世の中をクリスチャンとして生きて行くうちに必ずあるものです。それに負けないようにということです。
それでまず、この世を理解して、世の中に生きるクリスチャンがどんな存在なのかをまず理解しないといけません。それで迫害を正しく理解し、イエス様がおっしゃっているとおりに世にあって迫害されて患難に預かります。その前でどのような態度を取るべきでしょうか。勇敢でありなさい。大胆でありなさいということです。揺れることなく、震えることなくという意味です。言葉を変えて申し上げると、この信仰による迫害と患難がこの世に置いてあった場合には、揺れないでより強く信仰告白に立つべきです。これが勇敢でありなさいということです。どのような信仰告白でしょうか。イエスはキリストです。キリスト以外には世の中に希望はありません。そのキリスト、イエスが今、私の内側にいらっしゃるのだから、私は世に属しているものではない。その信仰告白を放してはいけません。迫害があればあるほど、この信仰にしっかり勇敢に立つことです。

それから、もう一つ、勇敢でありなさいというのは、契約に対して確信を持つということです。迫害があるからと言って、皆さんの契約は何でしょうか。皆さんをとおしてこの世を生かすという契約です。つまり、世界福音化が契約であり、皆さんが今置かれている現場の福音化というのが神の契約です。皆さんをとおして、永遠のいのちに定められているものが救われるようになるというのが契約です。その契約に対して、揺れることがないように。それが勇敢でありなさいということです。迫害があればあるほど、患難があればあるほど、そこで勇敢であるように信仰告白に立って、契約により強い確信を持って契約を固く握るように。それは譲ってはいけません。あきらめてはいけません。殺されることがあっても、福音宣教、伝道のために生きるという契約は捨ててはいけません。それが世にあって患難に預かるが、大胆でありなさいとおっしゃった意味です。ただ、何もしないでいるのに患難に預かるということはありません。信仰をしっかり持って、福音宣教と言う契約に命をかけて突き進んでいるので迫害と患難があるのです。それを大前提にしておっしゃいました。父が私を世に遣わしたように、私も彼らを世に遣わします。これが大前提です。そうすると、患難に遭うようになります。もう一つの理由は、すでに私は世に勝っているのだから。だから、恐れることなく、揺れることなく、勇敢でありなさい、つまり、福音宣教の姿勢を崩してはいけない、死ぬことがあっても私たちは伝道のために生きるものなのだ。伝道をあきらめてはいけない。どんな理由があろうが、たとえこの世があなたがたを憎んで迫害に遭い、患難に遭い、苦しい様々な状況に追い込まれることがあっても、福音宣教のために生きるということはあきらめてはいけない。その迫害、患難を与えるこの世は負けているのだ。あなたがたはもうすでに勝っている。あなたがたのうちにいらっしゃるイエスは、すでに悪魔に勝って、この世に勝っていらっしゃる方です。それを覚えなさい。弟子たちはなぜこのようなことを言われているかというと、もうイエス様から離れて聖霊が彼らに臨んでこられたときに、イエス様に代わりに福音宣教の人生をこれから送る存在です。そのときに必ず迫害と患難に遭うようになります。そのことがなにを意味するのか。それに負けてはいけない。つまり、それを全部言葉をまとめると、いのちをかけて何があっても福音宣教に突き進みなさいという意味です。迫害を通しておっしゃることです。
それから、マタイ5:11.12を見ると、迫害と患難に遭ったときに、逆に喜びなさいとおっしゃっています。あなたがたの前の預言者が皆、そうされたのだと。なぜ喜ぶのでしょうか。迫害の本来の意味は何でしょうか。この世は私たちを憎む前に、イエスを憎みました。つまり、私たちがこの世から憎まれて迫害されるということは、こんなちっぽけな罪人だった私たちがイエス様を信じるただそれだけで私たちのランクがイエス様の方のランクにほぼアップされて、イエス様と同じ扱いをされているということです。これが迫害です。だから、喜びなさいと言われます。弟子たちが伝道しているということで捕まって鞭で打たれました。その鞭というのは学校で叩かれるようなものではなく、肉が取られるような罰みたいです。そのように鞭を打たれた帰りに神様に感謝しています。神様、主のために迫害されるに値する者に認められて感謝します。喜んでいました。なぜでしょうか。私がイエス様と同じ扱いされているからです。これが迫害です。イエス様が皆さんの内側にいらっしゃらなければ迫害などは起きません。世が皆さんを憎むということは、イエスを先に憎んだことなのです。つまり、イエスが皆さんの中にいらっしゃるから、皆さんが憎まれることです。誤解しないように。それほど皆さんはイエス様と切り離すことができない、サタンが世から見たときにはイエス様と一緒に見えてくる存在に変えられました。いつでしょうか。イエス・キリストを信じて受け入れるそのときに。つまり、イエス様が迫害を通しておっしゃっていること、また彼らから離れながら、彼らだけが残る状況のなかで心配しないようにおっしゃっているそのすべての内容は、イエスを信じてこれから聖霊があなたがたの内側に入ってこられることによって、あなたがたを一体どんな存在に変えられるか忘れないように、ぜひ覚えなさいという内容です。それがこれからの鍵です。この世の中を生きて勝利をしいのちの実を結び、豊かな人生を歩いていくための核心ポイントはそれです。イエス様を信じるということはどういうことなのか。イエス様を信じている自分はどんな存在に変えられているのかということです。迫害の前で、患難の前で勇敢であると同時に、むしろ喜ぶのが正しい姿勢、望ましい態度です。

何が問題なのでしょうか。むしろイエス様がキリストであるということなので当然、そのイエス様を受け入れたことによって、古い皆さんは十字架とともに死んで新しい存在としてつくり変えられたということが、よく分かっていないのが問題ではないでしょうか。そのことをよく吟味して深く何度も繰り返して黙想していただきたいと願います。そうすると、患難の前で勇敢になれるでしょう。様々な問題や心配事の前で世が与えることと違う平安を保ち味わうことができるようになるでしょう。そして、この複雑な世の中、私たちを反対している世の中において、浸透している暗やみの力を打ち砕いていのちの実を結ぶ実りある人生を歩くことができるようになるのではないでしょうか。皆さんの能力とは関係ありません。そのようなことのためにイエス様が十字架にかけられて、皆さんの人生のすべての罪、すべての問題を全部なくしました。その理由は中に入って一緒に住まわれるためです。皆さんとOnenessになるために、切り離すことができない状態にするためにです。だから、イエス様を信じる前と信じた後とは、存在そのものが変えられているということを、ぜひ覚えてください。もちろん、戦いはあるでしょう。そうでないかのような古き思いとずっと戦うことです。違うと。心配が襲ってきたときには、昔の私はこれで心配しないといけないでしょうが、今は昔の私はもういないということを覚える機会ではないでしょうか。昔の私はいません。なぜか。イエスがキリストだから。イエスがお釈迦のような人であれば、昔の私はそのままでしょうが、イエスはキリストとは、昔の私をお墓の中に葬られ、十字架に一緒につけられて、悪魔に捕らわれて悪魔に属していてどうにもならない私を、悪魔を打ち砕くことによって、そこから解放させる唯一の方です。イエスがキリストであるがゆえに、イエスを信じることによって昔の私はもういません。だから、イエス様がともにおられてどのように言えばよいでしょうか。一体化されている新しい存在になっているので、そのようなものだと考えたときには心配する必要はありません。患難に遭うようになるというのは、そのような存在だから仕方がなく、イエス様が十字架につけられたように、私もイエス様と同じ待遇を受けるわけですから、患難に遭うようになるのです。患難というものは、私がイエス様と同じ待遇を受けているという裏返しです。サタンが一番恐れる存在です。そのようなことをよく覚えていてください。だから、負ける理由もないし、それに恐れる理由もないし、勇敢であるとなるでしょう。覚えていてください。皆さんの現場において、どんな状況であろうが、皆さんがどんなに弱い立場であろうが関係なく、皆さんがイエスがキリストであるがゆえに、そのイエス様を信じることによって、古い皆さんが死んで本当にイエス様と一緒になって、この世から見たときにもイエス様と同じ存在であることが本当であれば、そこでいのちの実を結ぶというのは当たり前でしょう。これを忘れないで覚えることを信仰、そして、それを味わうことを祈りと言います。患難を通してもそのようなことを確認する材料になります。
結論を言いましょうか。イエス様が「世において患難に預かる、しかし、勇敢でありなさい」とおっしゃっているその意味をよく理解し質問してください。イエス様を信じているクリスチャンである自分は一体誰なのか。信者である自分は誰なのか。質問してよく整理してください。皆さんは誰なのでしょうか。例えば、皆さんが学校に行きますと、成績が上下、趣味が似ている者、違う者いろいろいるかもしれません。関係なく、そこで自分が誰なのか整理している者は、その現場において同じ人間がほぼないということに気づかないといけません。存在そのものが違うのです。それを覚えてないと同じことを繰り返してやります。例えば、成功を治めたとしても、未信者と同じ成功を治めることしかできません。違うということを覚えてください。イエスが皆さんと一体化されていて、皆さんはそこに行きますとイエスなのです。誤解しないように。どれほどそれを実際に信じるかの問題です。だから、イエス様にある権威が皆さんに全部あります。

それから、その質問を整理しながら、この世を見ながら、この世において希望は何なのか。何が本当の希望なのかという質問とともに、それを整理して見てください。この世の希望は何か。科学でしょうか。医学でしょうか。何が希望なのでしょうか。真剣に質問してみてください。この世が根本的にどんなところか分かっていれば質問して、何が希望なのかと質問して整理してください。そうすると、最終的に自分がこの世の希望なのだということが分かるようになります。皆さんのうちに唯一の希望であるイエスがいらっしゃるから。そうすることによって、なぜ勉強をするのか、なぜその現場、職場にいるのかの意味が、初めて正しく理解できるようになります。この二つのことを整理したときに、どのようは迫害や患難を目の前にしても確信を持って勇敢であるようにしてください。そうすることを決心してください。何事があっても私は揺れない。私が生きる理由はこの唯一の希望、イエス・キリストを伝えるために生きるのだと、これは絶対に譲らないと決心してください。これが勇敢であるということです。
そして、今、天気が不安定な時期でもあるし、気持ちが転機によって一緒に揺さぶられるような時期でもありますが、このようなことをじっくりと整理してください。そのような時間を持ってください。

それから、これを実践しましょう。今、皆さんが置かれている現場においてはじめてください。これを持って。皆さんがその現場において希望です。なぜでしょうか。皆さんはイエス様を信じているからです。なぜイエス様を信じると希望になるのでしょうか。皆さんが信じていらっしゃるイエス様がキリストです。サタンが恐れるキリストです。イエスがキリストであるがゆえに、聖霊を通して皆さんの内側に入って来られて一緒にいます。そのことを本当に覚えて、他のなにかを切り捨てて祈り始めればよいです。ただ現場で本当に私を通して永遠のいのちに定められている魂が救われることを祈り始めるようにしてください。そして、それを邪魔するものがあります。皆さんが古き皆さんに捕らわれて、思い煩い、葛藤を覚えて不満不平などに捕らわれているときにはこの祈りに走ることは難しいです。それを全部捨てて、皆さんはそのようなことに捕らわれる身分ではありません。それはもう十字架で死にました。つまり、また戻りますと、イエスがキリストだと本当に告白してください。そうならば、そのキリストが心配せざるをえない、不満不平に捕らわれるしかない皆さんを十字架にともにつけられたのです。皆さんは新しく生まれ変わりました。新しい存在になりました。イエスがキリストだから。だから、そのようなことに振り回されず、全部捨てて、この現場でのクリスチャンとしての祈りを始めていただきたいと願います。そうすると、すばらしい神の国が臨まれることを体験するようになるでしょう。皆さんは患難に遭っても恐れる必要のないクリスチャンです。逆にそれを喜ぶことができるすばらしい身分であるということを今日も覚えて、そのことで心から喜んで感謝していただきたいと願います。

（祈り）

愛する天の父なる神様。ありがとうございます。イエス・キリストが弟子達から離れて天に昇られる前に、不安におびえている弟子たちに向かって、そして、この世に残して福音宣教に携わる弟子たちに向かって患難に預かりますが勇敢でありなさいとおっしゃいました。イエス・キリストを信じることがどういうことなのか、ひとりひとりに主が覚えさせてください。イエス・キリストと一体化される不思議な存在に変えられたことですので、患難担うことは当たり前なことであり、イエス様を同じ待遇、同じ扱いをされているということを、もう一度覚えてその祝福を祈りを通して味わうことができるように、兄弟姉妹を励ましてください。ひとりひとり自分一人の深い祈りの黙想の時間を持って、聖霊充満の祝福にのめり込むことができるようにひとりひとりを守ってください。感謝して、イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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